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•
故
西
垣
武
一
氏
（
明
治
三
四
年
ー
昭
和
四
二
年
）
の
蒐
集
に
な
る
図
害
汽
料
で
、
ご
追
族
よ
り
母
校
の
図
害
館
に
寄
贈
さ
れ
た
「
西
垣
文
庫
」
の
冊
子
目
録
が
昨
年
六
月
刊
行
さ
れ
た。
こ
れ
は
、
本
館
が
架
蔵
す
る
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
の
目
録
と
し
て
は
、
第
一
―
輯
に
あ
た
る
。
西
垣
氏
は
、
昭
和
二
年
に
本
学
政
治
経
済
学
部
を
卒
業
、
旧
報
知
新
聞
社
を
経
て
博
報
堂
に
入
り
、
広
告
業
務
を
主
と
し
て
担
当
さ
れ
た
。
昭
和
ニ
―
年
に
独
立
し
、
広
告
代
理
店
三
栄
広
告
社
を
設
立
、
四
二
年
春
逝
去
さ
れ
る
ま
で
社
長
と
し
て
活
躍
、
戦
前
戦
後
を
つ
う
じ
て
、
広
告
界
の
第
一
線
に
あ
り
、
広
く
マ
ス
コ
ミ
界
に
も
貢
献
さ
れ
た
。
早
く
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
ち
、
戦
前
既
に
か
な
り
の
新
聞
と
関
連
の
文
献
を
蒐
梨
•
所
蔵
し
て
お
ら
れ
た
が
、
全
て
を
戦
『
西
垣
文
庫
目
録
』
tions
.
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火
で
失
っ
た
。
戦
後
再
び
蒐
集
を
始
め
、
こ
れ
を
も
と
に
昭
和
三
三
年
に
日
本
新
聞
資
料
協
会
を
創
立
し
、
研
究
者
の
連
絡
と
協
力
促
進
を
は
か
ら
れ
た
。
日
本
の
近
代
史
の
流
れ
を
報
道
し
た
一
葉
一
片
の
資
料
の
消
滅
と
散
侠
を
憂
い
、
志
を
一
に
す
る
同
攻
の
士
に
協
力
を
呼
び
か
け
る
辞
を
、
西
垣
氏
は
会
長
と
し
て
協
会
の
機
関
誌
月
刊
『
新
聞
資
料
』
創
刊
号
（
昭
和
三
四
年
一
月
）
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
『
新
聞
資
料
』
は
そ
の
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
関
係
資
料
の
発
掘
と
紹
介
を
精
力
的
に
お
こ
な
っ
た
が
、
氏
の
急
逝
で
協
会
の
活
動
が
罷
む
と
と
も
に
一
〇
一
号
を
も
っ
て
刊
行
を
中
止
し
『
)
0
f
 西
垣
氏
の
逝
去
の
翌
年
、
静
枝
夫
人
よ
り
阿
部
喪
一
先
生
（
元
総
長
）
の
仲
介
で
、
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
汽
料
は
、
早
速
盤
（
昭
和
六
一
年
六
月
刊
）
S
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洋
雑
誌
（
千
葉
範
子
）
理
・
目
録
化
さ
れ
利
用
に
供
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
冊
子
目
録
が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
に
未
整
理
で
あ
っ
た
図
書
以
外
の
資
料
の
目
録
も
収
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
西
垣
文
匝
」
の
全
貌
が
一
既
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
文
庫
に
収
め
る
資
料
点
数
は
、
全
て
―
二
、
0
0
0、
内
訳
は
図
書
六
、
七
―
二
冊
（
内
洋
書
―
―
九
冊
）
、
雑
誌
五
七
七
誌
、
新
聞
―
二
九
種
、
錦
絵
・
引
札
等
の
一
枚
物
四
、
七
九
二
点
、
貼
込
帖
等
九
四
部
、
江
戸
期
の
も
の
を
含
む
看
板
実
物
・
巻
軸
物
六
五
点
と
な
る
。
こ
れ
ら
が
以
下
の
部
立
て
に
整
理
目
録
化
さ
れ
て
い
る
。
和
膜
街
の
部
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
広
告
・
宣
伝
風
俗
・
習
伯
そ
の
他
一
般
資
料
の
部
新
聞
・
雑
誌
関
係
広
告
・
商
標
類
看
板
雑
資
料
逐
次
刊
行
物
の
部
新
聞
雑
誌
新
聞
・
雑
誌
特
集
号
洋
書
の
部
-162-
索
引
は
、
著
者
、
粛
名
の
も
の
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
汽
料
と
逐
次
刊
行
物
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
省
略
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
新
聞
関
係
は
、
草
創
期
の
新
聞
実
物
、
新
聞
・
マ
ス
コ
ミ
論
、
編
集
実
務
、
新
聞
社
社
史
を
含
め
た
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
、
新
聞
人
の
伝
記
・
著
作
お
よ
び
古
簡
等
の
自
筆
資
料
で
あ
る
。
広
告
・
宜
伝
類
も
、
理
論
か
ら
実
際
の
看
板
、
引
札
、
チ
ラ
ッ
、
マ
ッ
チ
の
レ
ッ
テ
ル
に
至
る
ま
で
多
種
に
わ
た
る
。
も
う
―
つ
の
特
徴
は
、
社
会
風
俗
に
関
す
る
資
料
群
で
あ
る
。
西
垣
氏
が
事
務
所
を
雖
い
た
銀
座
に
関
す
る
も
の
を
は
じ
め
浅
草
も
の
な
ど
の
東
京
地
理
風
俗
、
裟
災
も
の
、
料
理
、
酒
、
煙
草
に
関
し
て
の
図
祖
と
賓
料
で
あ
る
。
こ
の
文
罪
の
多
く
の
部
分
を
占
め
る
資
料
も
の
は
、
図
困
館
に
寄
贈
さ
れ
た
時
点
で
は
、
類
別
等
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
か
な
り
雑
然
と
し
た
状
態
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
が
仕
分
け
ら
れ
、
必
要
に
応
じ
て
套
、
峡
に
納
め
た
り
、
貼
込
帖
や
ク
リ
ア
・
フ
ァ
イ
ル
に
綴
る
な
ど
し
て
系
統
的
に
整
理
さ
れ
、
利
用
に
便
利
と
な
っ
て
い
る
。
「
西
垣
文
庫
」
は
、
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
中
核
と
し
つ
つ
も
、
社
会
風
俗
全
般
に
わ
た
る
幅
広
い
汽
料
群
で
あ
る
。
こ
の
目
録
に
よ
り
広
範
囲
の
研
究
者
の
利
用
に
供
さ
れ
、
諸
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
ま
た
そ
れ
が
、
西
垣
氏
と
ご
追
族
、
西
垣
氏
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
『柳
田
泉
文
庫
目
録
』
近
代
文
学
研
究
の
、
と
り
わ
け
明
治
文
学
研
究
の
泰
斗
と
し
て
、
そ
の
実
証
的
な
学
風
で
知
ら
れ
た
柳
田
泉
先
生
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
七
日
、
七
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
先
生
の
ご
造
志
に
従
っ
て
、
蔵
書
は
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
、
冊
数
に
し
て
お
よ
そ
一
万
四
千
冊
、
和
漢
洋
の
三
学
に
わ
た
る
そ
の
収
害
が
館
蔵
に
帰
し
た
。図
円
館
で
は
、
受
入
の
後
、
ま
ず
洋
書
を
整
理
、
続
い
て
和
漢
街
の
一
部
に
着
手
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
中
断
、
そ
の
後
再
開
の
目
途
の
立
た
ぬ
ま
ま
、
懸
案
の
事
項
と
な
っ
て
数
年
が
過
ぎ
た
が
、
去
る
五
十
九
年
六
月
、
新
図
書
館
完
成
ま
で
に
す
べ
て
の
滞
貨
図
魯
の
整
理
を
完
了
さ
せ
る
と
い
う
方
針
の
も
と
に
、
特
殊
文
庫
整
理
班
が
館
員
三
名
を
も
っ
て
発
足
、
よ
う
や
く
、
柳
田
先
生
の
蔵
困
を
脆
理
す
る
本
格
的
な
態
勢
が
整
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
爾
来
二
年
四
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
今
年
度
中
に
は
、
柳
田
泉
文
庫
と
し
て
冊
子
目
録
が
完
成
す
る
見
通
し
が
立
っ
た
。
現
在
編
集
作
業
中
で
あ
り
、
政
由
の
内
容
、
目
録
の
実
際
等
詳
し
い
報
告
を
す
る
段
階
に
な
い
が
、
こ
こ
に
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
、
整
理
の
方
針
、
留
意
し
た
点
な
ど
述
べ
て
み
た
い
。
柳
田
先
生
の
蔵
書
に
つ
い
て
ま
ず
言
う
べ
き
事
は
、
和
漢
洋
の
三
学
に
わ
た
る
、
そ
の
収
集
の
幅
の
広
さ
、
資
料
の
多
様
さ
と
い
っ
た
点
で
あ
ろ
う
か
°
和
書
が
あ
り
、
漢
籍
が
あ
り
、
洋
書
が
あ
る
。
和
m]
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
年
代
も
、
都
末
か
ら
昭
和
も
四
十
年
代
ま
で
、
明
治
の
変
革
期
を
は
さ
ん
で
「
新
旧
」
の
汽
料
が
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
集
め
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
・
雑
誌
が
あ
り
、
柳
田
先
生
自
箪
の
稿
本
、
門
下
生
の
手
も
混
じ
る
抜
書
類
、
新
聞
雑
誌
の
切
抜
類
等
が
、
各
々
相
当
の
ク
イ
ト
ル
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
過
去
に
館
蔵
に
帰
し
た
多
く
の
文
庫
に
見
ら
れ
な
い
多
様
さ
で
あ
る
。
一
方
、
硲
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
明
治
期
の
も
の
に
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
。
花
袋
、
腐
伴
を
は
じ
め
と
す
る
小
説
類
、
雪
艇
、
蘇
峰
ら
を
中
心
と
す
る
社
会
評
論
、
政
治
評
論
、
「
新
体
詩
抄
」
以
下
の
新
体
（
昭
和
六
二
年
五
月
刊
予
定
）
に
と
っ
て
も
痰
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
。
（
金
子
宏
二
）
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